
2023年度 研究助成決定 

研究テーマ「日本と欧州（ドイツ語圏）の若者文化・ライフスタイルの研究」 

 

2023年度研究助成は、厳正な審査の結果、以下の研究テーマ 5件に決定しました。 

 

 

歌川  光一 

聖路加国際大学大学院看護学研究科准教授 

研究テーマ 

「若者の「趣味(Hobby)」に対する認識の日独比較」 

 

欧陽 珊珊 

立命館大学大学院 先端総合学術研究科  

一貫制博士課程 5回生/日本学術振興会 特別研究員（DC1） 

研究テーマ 

「障害のある性的少数者」の若者がいかに社会運動に参加しているか 

：日本とドイツにおける LGBT運動の比較から」 

 

マルテ シェーネフェルト （共同研究者：筋野 哲央） 

ヴッパータール大学、公共安全・緊急事態管理研究所、嘱託研究員兼博士課程学生 

研究テーマ 

「青少年の自発的な防災活動への参加－日本とドイツの比較分析」 

 

アンナ シュラーデ 

関西学院大学准教授 

研究テーマ 

「ビーガン – 我々はできます！ドイツと日本の若者のビーガンライフスタイルの選択」 

 

山口 遥子 

独立行政法人日本学術振興会特別研究員 

（PD・東京藝術大学）、早稲田大学非常勤講師 

研究テーマ 

「日本とドイツにおけるリソグラフ文化の現在」 

 

 


